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研究要旨： 

企業にとって、従業員の健康問題に関連するコストとは医療費だけではなく、医療

費の他に労働生産性に係わる損失としてアブセンティーズム（病欠）やプレゼンティ

ーズム（何らかの健康問題によって業務効率が落ちている状況）による損失もコスト

と考えられる。したがって、健康経営の枠組みにおいては、従業員の健康向上のアウ

トカムを医療費だけにおくのではなく、労働生産性の評価も加え、健康施策について

検討していくことが重要とされている。肩こり・腰痛は、労働生産性に影響を与える

疾患の第3位（第1位：けん怠感、第2位：抑うつ）として知られており、近年Nagataら

により、日本人労働者のプレゼンティーズムの原因は肩こりが1位、腰痛は3位とも報

告され、その対策は喫緊の課題である。 

 

しかしながら現行の保健指導は、対象者の生活習慣や健康状態の把握が不十分であ

ること、指導者の技量に差があるため必ずしも効果的なプログラムが提供されていな

いことが問題となり、行動変容のプログラム、維持システムとしては不十分である。

この問題を解決するためには、簡易で継続性のある健康情報モニタリングとフィード

バックの手段、専門家によるエビデンスに基づいた知識の提供が必要となる。広く普

及したスマートフォンをIoT（Internet of Things）のセンサーとして利用するととも

に、簡易に専門家の知識がフィードバックできる人工知能（Artificial Intelligence; 

AI）を活用したヴァーチャルパーソナルアシスタントシステムを構築することが今年

度の本研究の目的である。 

 

次年度には、このシステムを利用した介入研究を予定している。 
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Ａ．目的 

増大する医療費を抑制するために、生活

習慣病の予防対策は重要な課題である。

その予防に、定期的な身体活動/運動の推

進が掲げられ、国家施策である健康日本

21の目標設定分野となっているものの、

男女ともに3割に満たない状況であり（20

歳-64歳、平成22年：健康日本21-第二次）、

利便性が追求される現代社会において、

生活習慣改善・行動変容が実践しにくい

状況にあることに疑いの余地はない。生

活習慣の改善には、知識の普及啓発と同

時に、行動変容の意欲を高めるためのプ

ログラムの提供、得られた行動変容を維

持させるシステムが不可欠である。 

しかしながら現行の保健指導は、対象者

の生活習慣や健康状態の把握が不十分で

あること、指導者の技量に差があるため

必ずしも効果的なプログラムが提供され

ていないことが問題となり、行動変容の

プログラム、維持システムとしては不十

分である。この問題を解決するためには、

簡易で継続性のある健康情報モニタリン

グとフィードバックの手段、専門家によ

るエビデンスに基づいた知識の提供が必

要となる。 

健康情報モニタリングに関しては、広く

普及したスマートフォンをIoTのセンサ

ーとして利用することが、現実的である

と考えているが、知識の提供は、経済（費

用対効率）や労働条件の観点から医療／

保健／福祉従事者が、24時間どこでもサ

ポートできるわけではない。このためIoT

のセンサーとして所持しているスマート

フォンの機能を拡張することにより、健

康情報・SNSを活用した会話ログとエビデ

ンスに基づいた知識をAIにより紐づけて、

簡易に専門家の知識がフィードバックで

きるシステムを構築する。これにより生

活習慣を改善する行動変容の導入・維持

を、効率的かつ効果的にサポートするこ

とが可能になるものと考えている。 

 

Ｂ．方法 

 研究の中核となる自己管理アプリケー

ション（セルフケアガイドアプリケーシ

ョン）の仕様を決定し、開発を行う。こ

れにあわせてセルフケアガイドプログラ

ムを考案し、アプリケーションとプログ

ラムを合わせてセルフケアガイドシステ

ムを構築する。 

 

Ｃ．結果 

普及したSNSのLINEアプリケーション

として実装できるよう仕様を決定し、セ

ルフケアガイドシステムを構築した。セ

ルフケアシステムの構成要素のひとつは、

セルフケアガイドプログラムである。プ

ログラムは、セミナー（教育）、レッスン

（習得）、サポート（習慣化）で構成され

る。講師による実技指導込みの２時間程

度のセミナーを行う。レッスンとサポー

トは、アプリケーションにより実行する

ことになる。 



 
 

会話ログ、運動ログ、みんなでサポー

トし合うコンテンツから取得するソーシ

ャルログを学習データとし、習慣化プロ

グラムを教育データとするAIを利用する。 

 実際の仕様に関しては、以下の図に示

す。 

 

Ｄ．考察 

所持しているスマートフォンの機能を

拡張することにより、健康情報・SNSを活

用した会話ログとエビデンスに基づいた

知識をAIにより紐づけて、簡易に専門家

の知識がフィードバックできるシステム

が完成した。 

今後専門家による腰痛・肩こりのメカ

ニズムや身体活動の健康への寄与などに

ついてセミナーを実施後、システムを使

用した介入研究を実施予定である。 

 

選択基準（下記の①～③全てを満たす者） 

①研究の趣旨を理解し、研究の内容や研

究結果の公表に同意した者 

②自身のスマートフォンを所持し、アプ

リケーションをインストールできる者 

③20－64歳の勤労者。 

 

除外基準（下記のいずれかに該当する者） 

①研究の同意を得られない者 

②妊婦、妊娠の可能性のある者 

③心肺疾患のある者 

④他の臨床治験に参加している者 

⑤その他、明らかな障害や運動制限のあ

る者 

 

Ｅ．結論 

 次年度に完成したシステムを利用した

介入研究を予定している。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 なし 
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